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国立研究開発法人防災科学技術研究所平成 26 年度および第３期中期目標期間の業務実績評価項目 
評価項目名  評価項目名 

Ⅰ．研究開発の成果の最大化その他の業務の質の向上に関する事項 Ⅱ．業務運営の効率化に関する事項 
 1. 防災に関する課題達成型研究開発の推進  1. 業務運営の効率化 

 (1)①地震・火山活動の高精度観測研究と予測技術開発  (1)経費の合理化・効率化 
(1)②極端気象災害の発生メカニズムの解明と予測技術の研究開発 (2)人件費の合理化・効率化 
(2)被災時の被害を軽減する技術の研究開発 (3)保有財産の見直し等 
(3)災害リスク情報に基づく社会防災システム研究 (4)契約状況の点検・見直し 

2. 防災に関する科学技術水準の向上とイノベーション創出に向けた基礎的研究成果の活用 (5)自己収入の増加に向けた取組 
 (1)基盤的観測網の整備・共用 (6)外部資金の獲得に向けた取組 

(2)先端的実験施設の整備・共用 2. 研究活動の高度化のための取組 
(3)人材育成  (1)研究組織及び事業の機動的な見直しおよび外部からの研究評価の充実 
(4)基礎的研究成果の橋渡し (2)外部機関との連携強化 

3. 防災に関する研究開発の国際的な展開 3. 国民からの信頼の確保・向上 
 防災に関する研究開発の国際的な展開  (1)コンプライアンスの推進 
4. 研究開発成果の社会への普及・広報活動の促進 (2)安全衛生及び職場環境への促進 
 (1)研究成果の普及・活用促進 および (2)研究成果の国民への周知 4. 職員が能力を最大発揮するための取組 

(3)知的財産戦略の推進  (1)研究環境の整備 
5. 防災行政への貢献 (2)女性や外国人を含む優秀かつ多様な人材の確保 
 (1)災害発生の際に必要な措置への対応 (3)職員の能力、職責及び実績の適切な評価 

(2)国及び地方公共団体の活動への貢献   
 
     評価項目名 
    Ⅲ．財務内容の改善に関する事項 
     予算（人件費の見積もりを含む）、収支計画及び資金計画 
     短期借入金の限度額 
     不要な財産または不要財産となることが見込まれる財産がある場合には、その計画 
     重要な財産を譲渡し、又は担保にしようとする時は、その計画 
     剰余金の使途 
 
     評価項目名 
    Ⅳ．その他の事項 
     その他、主務省令で定める業務運営に関する重要事項 

 
 

資料５－４ 
 


